
第１章 企業の簿記
１ 簿記の意味
簿記とは・・・企業の経営活動を一定の記帳方法で、帳簿に記録・計算・整理すること

２ 簿記の目的
(1) 一定期間の仕入れ、売り上げなどの経営活動の状況とその結果 （ ）
(2) 一定時点の現金、商品、借入金などの現在高 （ ）

３ 会計期間

会計期間のはじめ 会計期間のおわり

（ ） （ ）
会 計 期 間

例）１月１日 12月31日

第２章 資産・負債・純資産
１ 資産

紙幣・硬貨などの金銭

商品を売り渡し、後日代金を受け取る権利

販売するために所有している物品

他人に金銭を貸し付けて、後日返済を求める権利

長期にわたって使用される机・いす・商品陳列ケースなどの物品

経営活動のために所有している店舗や事務所

店舗や事務所などの敷地

２ 負債

商品を仕入れ、後日代金を支払う義務

他人から金銭を借り入れて、後日返済する義務

３ 純資産 ※計算上の概念（概念････あるものに対して抱くおおよその理解・イメージ）

負 債
資 産 １２０
２００

（ ）
（ ）

資 産 － 負 債 ＝ （ ） →資本等式

資 産 ＝ （ ） ＋ （ ） →貸借対照表等式

左側のこと（ ） 右側のこと（ ）

（ ）

資 産 金 額 負債及び純資産 金 額

現 金 ８０ 買 掛 金 ７０

売 掛 金 ６０ 借 入 金 ５０

商 品 ６０ （ ） （ ）

（ ） （ ）

４ 期首の貸借対照表・期末の貸借対照表

期首 １月１日

現 金 \1,000,000 借入金 \400,000

期首の貸借対照表

資 産 金 額 負債及び純資産 金 額

（ ）（ ） （ ） （ ）

（ ） （ ）

（ ） （ ）

期首の純資産 ￥

期末 12月31日

現 金 \800,000 売 掛 金 \200,000 商 品 \300,000
備 品 \100,000 買 掛 金 \200,000 借 入 金 \100,000

期末の貸借対照表

資 産 金 額 負債及び純資産 金 額

（ ） （ ） （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ） （ ）

（ ） （ ） （ ） （ ）

（ ） （ ）

期末の純資産 ￥ 当期純利益 ￥

※期首から期末になって純資産は増えたのか？それとも減ったのか？




